
使用条件 

● 使用水圧は、流動圧で 0.1Mpa〔1.0kgf/C㎡〕～0.74Mpa〔7.5kgf/C㎡〕の範囲とします。 

● 使用条件を加味して適正な水栓金具を選ばないと適正な吐水量及び吐水温度が得られないことがあります 

● 使用場所を加味して適正な位置を選ばないと適正な吐水状態が得られないことがあります。 

壁出吐水口据付及び取扱説明書 
(お客様にお渡しください) 

GROHE 
Spouts 

据付業者さまへのお願い この取扱説明書を、お客様にお渡しください。 据付業者さまへのお願い 

□ このたびは、GROHE 製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございました。 

□ この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

□ この説明書をお読みになりました後もすぐに取り出せる場所に大切に保管してください。 

□ この説明書に書かれている注意事項は、必ず守ってください。 

□ 不適切な使用により事故が生じた場合、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

□ 転居される場合、次に入居される方にこの説明書をお渡しください。 

□ この説明書に記載されていない方法で据付され、それが原因で故障が生じた場合は、商品の保証を致

しかねますのでご注意ください。 

□ 据付完了後、試験運転を行い、異常が無いことを確認するとともに、｢説明書｣にそってお客様に使用

方法、お手入れの仕方を説明してください。 

分 解 図 

※品番によっては、図と現品の形状が一部異なることがあります。 

図番 名称 

1 エアレーター 

2 固定ピン 

3 固定ビス 

4 ニップル 

5 キャップ 
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高温の湯をお使いの
ときには吐水口は高
温になっています。直
接肌を触れないでく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
やけどするおそれがありま
す。 

首振り操作はできま
せん。乱暴に扱うとゆ
るみを起こすことが
ありますので、首振り
操作はしないでくだ
さい。 

 
 
 
 
 
 
ゆるみで家財などを破損し財
産損害発生のおそれがありま
す。 

分解は、保守・点検の
決められた項目以外
はしないでください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
器具が破損し、やけど、けが
をしたり、漏水で家財などを
濡らす財産損害発生のおそれ
があります。 

器具に乗ったり、より
かかったりして無理
な力を加えないでく
ださい。 

 
 
 
 
 
 
 
器具が破損し、けがをしたり、
漏水で家財などを濡らす財産
損害発生のおそれがありま
す。 

他所との同時使用に
より圧力変動が起こ
り、お湯の使用中に湯
温が急上昇する事が
あります。 

 
 
 
 
 
 
 
やけどするおそれがありま
す。 

安全上のご注意 

ご使用前にこの｢安全上のご注意｣をよくお読みの上、正しくご使用ください。 

この説明書では、機器を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然

に防止するために、いろいろな表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。 

表 示 意  味 

この指示を無視して、誤った取扱をすると、障害または、物的損害が発生する

可能性があることを示しています。 

お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られる場所に必ず保存してください。 

また下に示す記号は説明書や製品に表示してお客様に安全に正しく製品をお使いいただくようにしたも

のです。内容をよく理解して正しくお使いください。 

この絵表示は、必ず実行していただく 

｢強制｣の内容です。 

この絵表示は、してはいけない「禁止」の 

内容です。 

この絵表示は、｢分解禁止｣の内容です。 

 

この絵表示は、「接触禁止」の内容です。 

 

分解禁止 禁 止 接触禁止 

禁 止 禁 止 

あつい 

ぐいっ 

－１－ 



据付手順 

● 給水配管が右側、給湯配管が左側に配管されていることを確かめてください。 
● 給水は上水道に接続してください。 
  ※井戸水、温泉水など異物を多く含む水には使用できません。 
● 開梱、取り付けの際には商品の表面に傷をつけないように十分に注意してください。 
● 必ず配管中の異物（ゴミ、砂等）を完全に洗い流してください。 

据付前の注意 

図１ 
１．タイル（石）の穴あけ（図１参照） 

①タイルまたは石に吐水口の固定ピンが合うよう、エン
ピツ等でけがいてください。 

②タイルまたは石にホルソー等で、けがいた通りに穴を
あけてください。 
※ 石（接着剤含む）の厚みは下記以内としてください。

その場合、埋込寸法は最大にしてください。 

品番 穴径 
固定ピン 

(図番) 
石の最大厚み 

13622000 ３５ ８（①） ５０ 

JP299701 
３５ ８（②） ８ 

５０ ８（②） ３０ 
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25 

21 ② 

① 

吐水口正面 

①吐水口付属部品を収納している箱からニップルを取
り出し、水漏れ防止用パッキンを取り出し、プレート
に取り付けてください。 

②ニップルをカウンター上部から取り付け穴に挿入し
ます。カウンターうらからゴム製平パッキン、スリッ
プワッシャーを挿入し、締付ナットで締め付け、仮に
止めておいてください。 

③ニップルの六角部をスパナで固定し、下部締付ナット
を完全にねじ込んで固定してください。 

④13622000 に付属のチーズを使用しない場合は破棄し
てください。 
※ 水漏れ防止用パッキンが取り付け穴に落ち込んで

いないことを確認してください。ニップルを固定す
る際、取り付け穴の中心にくるように取り付けてく
ださい。 

※ ニップルが確実に固定されていることを確認して
ください。動く場合は、再度締付ナットを締め直し
て下さい。 

２．ニップルの取り付け（図２参照）13622000 

図２ 

図３ 

水漏れ防止用

パッキン 

ゴム製 

平パッキン 

スリップ 

ワッシャー 

 

締付ナット 

プレート 

３．吐水口の取り付け（図３参照）13622000 

①固定ピンとカウンターの穴を合わせ、ニップルに吐水
口を手で差し込みます。 

②吐水口に固定ビスを工具（４㎜六角レンチ）で右回し
にねじ込みます。 

③固定ビスに化粧ナットを工具（１０㎜スパナ）で右回
しにねじ込みます。 
※ 固定ピンの穴にはコーキングをお勧めします。 
※ 吐水口が差し込みにくい場合はニップルのオーリ

ングにグルスを塗ってください。 
※ 吐水口が確実に固定されていることを確認してく

ださい。動く場合は、再度固定ビスを締め直してく
ださい。 

チーズ 

４５° 

－２－ 



 

据付手順 

図６ 

４．三方チーズの取り付け（図６参照）12046000 

三方チーズ 12046000は、JP229701専用です。 
三方チーズは付属しておりませんので、予め現地にてご
用意してください。 
①接続ネジはＧ１です。給水口、給湯口の接続ネジはＧ
３／４です。 

②チーズは水平、仕上げ面に対して垂直であることを確
認してください。 
※ チーズの埋め込みは規定寸法を守ってください。壁

面に隙間があいたり、吐水口が取り付かない場合が
ります。 

※ 確実に固定されていることを確認してください。 

12046000 

Ｇ１ 

Ｇ３／４（バルブのサイズに合わせてください） 

①吐水口付属部品を収納している箱からニップルを取
り出す。または、吐水口より取り外してください。 

②配管ネジ部にシール剤（シールテープ）等を使用し、
工具（スパナ）等で三方チーズの吐出口に右回しにね
じ込みます。 
※ 水漏れ防止用パッキンが取り付け穴に落ち込んで

いないことを確認してください。 
※ ニップルが確実に固定されていることを確認して

ください。動く場合は、三方チーズの固定を再度確
認してください。 

５．ニップルのねじ込み（図７参照）JP299701 

図７ 

図８ ６．吐水口の取り付け（図８参照）JP299701 

①固定ピンとカウンターの穴を合わせ、ニップルに吐水
口を手で差し込みます。 

②吐水口に固定ビスを工具（３㎜六角レンチ）で右回し
にねじ込みます。 

③固定ビスに化粧キャップを手で差し込みます。 
※ 固定ピンの穴にはコーキングをお勧めします。 
※ 吐水口が差し込みにくい場合はニップルのオーリ

ングにグルスを塗ってください。 
※ 吐水口が確実に固定されていることを確認してく

ださい。動く場合は、再度固定ビスを締め直してく
ださい。 

水漏れ防止用

パッキン 

ニップル 

－３－ 



水が漏れる 

グラツク 

アフターサービスについて 

◆交換、修理の依頼・お問い合わせは 

◆交換、修理を依頼されるとき 

定期的な部品交換（部品は水栓の種類によって異なります） 

 

お客様による日常のお手入れ・点検 

消耗部品の交換（パッキン等） 

磨耗劣化部品の交換 

 

部品が磨耗・劣化すると水漏れの原因になります

ので、交換が必要です。 

磨耗・劣化部品（水栓の種類によって異なります） 

例）ヘッドパーツ､口金（整流器・エアレーター） 

部品の交換については取扱店・販売店にお問い合

せください。 

▲
取
付
日 

この製品の補修用部品（機能維持に不可欠な部品）の供給期間は製造中止後１０年です。 

なお、補修部品のご購入については取扱店・販売店にお問い合わせください。 

買い替え 

ご検討 

部品の交換 

補修用部品の 
供給期間 

1    2    3    4    5     6    7   8   9   10   11   12 
使用年数 

新しく購入して交換してください 

※右記のような症状があれば、劣化による磨耗が考えられます。 
※ご自身で新しく購入して交換するか。取扱店、または当社サービス
センターへ交換のご依頼をしてください。 落下し、けがや家財などを破壊し財産

損害発生のおそれがあります 

本品は、消耗部品、磨耗・劣化部品を交換していただいてご使用した

としましても、使用 10～12年を目安に交換するおそれがあります。 

交換については取扱店、またはサービスセンターにお問い合せください。 

お求めの取扱店、またはグローエサービスセンターに修理を依頼してください。 
＜保証期間中は＞ 
⚫ 修理に際しては、保証書をご提示ください。 
⚫ 保証書の規定にしたがって修理させていただきます。 
＜保証期間が過ぎているときは＞ 
⚫ 修理により使用可能な商品については、有償にて修理を承ります。 
＜修理料金は＞ 
⚫ “技術料”＋“出張料”＋“部品代”＋“消費税”＋“必要な経費”で構成されています。 
＜連絡していただきたい内容＞ 

１．ご住所、ご氏名、電話番号   ２．商品名          ３．品番（保証書または取扱説明書） 
４．ご購入日                   ５．故障内容、異常の状況   ６．希望訪問日・在宅可能日時 
 

グローエサービスセンター    受付時間 平日 9：30～17：30（受付・お問い合わせ） 
０５７０－６６６－３６８       平日夜間・土・日・祝日 24 時間（漏水等緊急時のご相談のみ） 
 

－４－ 



据付手順 

図４ 

４．三方チーズの取り付け（図４参照）13622000 

三方チーズは付属しておりませんので、予め現地にてご
用意してください。 
①接続ネジはＧ３／４です。ＰＴ３／４を使用しますと
ねじ込み寸法が少なくなります。必ずＧ３／４の三方
チーズをご使用してください。 

②三方チーズは水平、仕上げ面に対して垂直であること
を確認してください。 
※チーズの埋め込みは規定寸法を守ってください。壁
面に隙間があいたり、吐水口が取り付かない場合が
ります。 

※確実に固定されていることを確認してください。 

埋め込む場合 

市販品 

Ｇ３／４（バルブのサイズに合わせてください） 

Ｇ３／４ 

水漏れ防止用

パッキン 

プレート 
①吐水口付属部品を収納している箱からニップルを取
り出し、締付ナット、スリップワッシャー、ゴム製平
パッキンを取り外してください。 
上部の水漏れ防止用パッキン、プレートはそのままに
してください。 

②ニップルの接続ネジが三方チーズの埋込寸法より長
すぎる場合は金ノコで切断してください。 

③配管ネジ部にシール剤（シールテープ）等を使用し、
工具（スパナ）等で三方チーズの吐出口に右回しにね
じ込みます。 
※ 水漏れ防止用パッキンが取り付け穴に落ち込んで

いないことを確認してください。 
※ ニップルが確実に固定されていることを確認して

ください。動く場合は、三方チーズの固定を再度確
認してください。 

※ ニップルの切断面でケガをしないようご注意して
ください。また切断面の仕上げを行い、スムーズに
ねじ込めるか確認してください。 

５．ニップルのねじ込み（図５参照）13622000 

ニップルが長い

場合は切って使

用してください 

図５ 

取り付け後の確認と点検 

現象 点検箇所 

吐水量が少ない １ 

吐水口がガタつく ２ 

壁面より漏水する ３．４ 

吐水口より漏水する ４ 

 

泡沫器 

１．ゴミづまりはない      

    か？ 

固定ピス 

２．きちんと取り付けて 

    あるか？ 

シーリング 

３．きちんと施工されて 

    いるか？ 

ニップルオーリング 

４．キズ・ゴミかみはな 

    いか？ 

 

※取り付け後、万一故障した際は、次の要領で分解および点検を行ってください。 

－５－ 



吐水口がぐらつく 流量が少ない 

故障かな？と思ったら (修理を依頼される前に) 

いつまでもご愛用いただくために普段のお手入れは、次のこ
とを注意してください。 
⚫ 表面が汚れたら、柔らかい布でふいてください。 
⚫ 汚れがひどいときは、適当に薄めた中性洗剤をふくませ

た布で､ふきとってください。そのあと水でぬらした柔
らかい布をよく絞って、洗剤をふきとり、最後に柔らか
い布でからぶきしてください。 

⚫ お手入れの際は、クレンザー・みがき粉や粗い粒子を含
む洗剤・塩素系洗剤・シンナー・ベンジン及びナイロン
タワシなどは、器具の表面を傷つけたり、侵したりしま
すので使用しないでください。 

⚫ 壁面のタイル等をカビ取り剤で洗浄した場合は、タイル
及び水栓を十分に洗い流してください。 

お手入れの方法 

定期的な点検 

安全・快適にご使用いただくために、定期的に点検をおこな
ってください。 

●メッキ部分の破損（１ヶ月に１回程度） 
◎メッキ部分の破損がないか確認してください。 
劣化・磨耗などによって生じるめっき表面の割れで、ケ
ガをするおそれがあります。 

接続部分の水漏
れがないか確認 

●接続部分の水漏れ（１ヶ月に１回程度） 
◎接続部分の水漏れがないか確認してください。 
劣化・磨耗などによって生じる漏水で、高温使用時に湯
が出てやけどをすることがあります。 

※上記処置で故障が直らない場合は、取扱店、または当社サービスセンターへご相談ください。 
※上記処置以上の分解、修理、改造は行わないでください。ケガをしたり、故障、破損の恐れがあります。 

整流器のキャッ

プをゆるめ整流

器のゴミを取り

除いてください 

メッキ破損が 
ないか確認 

固定ビスがゆる

んでいるか確認

してください 
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グローエジャパン株式会社 
ホームページアドレス  https://www.grohe.co.jp 
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